
朝
出
な
ら
、
病
人
が
出
て
も
、
怪
我
人
が
出
て
も
、
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
仕
事
仕
事
の
み
。
毒
草
で
脳
が
お
か
さ
れ
て

も
、
日
本
に
帰
り
た
い
こ
と
だ
け
の
神
経
は
す
ぐ
ひ
ら
め
く
。
抑

留
者
全
員
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
所
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
た
さ
け
な
い
、
く
や
し
い
。
た
だ
た
だ
一
日

も
早
く
日
本
に
帰
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
気
持
ち
の
毎
日
だ
っ

た
。

妻
子
五
人
を
失
っ
た
抑
留
残
酷
記　 

新
潟
県
　
関
川
信
二
　 

戦
争
末
期
の
八
月
十
日
、
前
日
あ
や
し
い
飛
行
機
が
我
が
社
鶴

岡
炭
鉱
の
上
空
に
飛
来
し
た
翌
日
、
関
東
軍
司
令
部
か
ら
非
常
召

集
令
状
が
き
た
。「
会
社
の
在
郷
軍
人
会
長
で
あ
る
君
は
、
会
社

の
在
郷
軍
人
全
員
を
い
ん
そ
つ
し
、
牡
丹
江
司
令
部
へ
行
け
」
と

の
社
長
代
行
の
言
葉
。
在
郷
軍
人
以
外
の
社
員
と
家
族
は
代
行
が

い
ん
そ
つ
し
て
新
京
に
行
く
。
家
族
の
こ
と
は
心
配
す
る
な
と
の

伝
言
で
、
妻
と
小
学
校
一
年
生
の
長
女
を
頭
に
四
人
の
子
供
達

に
、
そ
の
む
ね
を
話
し
、
八
月
十
一
日
早
朝
、
在
郷
軍
人
百
人
を

い
ん
そ
つ
し
て
牡
丹
江
へ
と
急
行
し
た
。

某
大
佐
の
指
揮
下
に
へ
ん
に
ゅ
う
さ
れ
「
鶴
岡
隊
」
と
命
名
さ

れ
、
他
か
ら
の
在
郷
軍
人
も
加
わ
り
、
総
員
二
百
人
、
当
時
予
備

役
陸
軍
主
計
中
尉
の
私
と
、
軍
医
中
尉
の
二
人
が
将
校
、
私
は
隊

長
と
し
て
指
揮
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
十
二
年
北
支
事
変
召

集
以
来
二
度
目
の
軍
人
生
活
に
入
っ
た
。

司
令
兵
た
ん
部
に
は
兵
器
類
、
被
服
類
は
か
い
む
。
兵
舎
は
猫

の
子
一
匹
見
当
た
ら
な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
応
召
の
服
装
そ
の

ま
ま
に
木
銃
で
守
備
を
か
た
め
る
こ
と
に
し
た
。

八
月
十
五
日
夕
刻
、
軍
司
令
部
命
令
で
、
牡
丹
江
撤
去
、
十
八

日
ま
で
に
チ
ャ
ム
ス
に
集
結
が
く
だ
っ
た
。
チ
ャ
ム
ス
に
着
い
た

ら
、
命
令
受
領
の
た
め
、
将
校
を
司
令
部
に
派
遣
せ
よ
と
の
こ
と

で
、
相
談
の
結
果
、
軍
医
中
尉
を
は
け
ん
し
「
降
服
命
令
」
が
伝

達
さ
れ
た
。

八
月
十
九
日
早
朝
、
軍
司
令
部
命
令
で
武
装
放
棄
し
た
。

数
日
後
、
牡
丹
江
の
兵
舎
に
収
容
さ
れ
て
、
外
出
禁
止
。
九
月

一
日
、
全
員
集
合
「
海
の
見
え
る
と
こ
ろ
へ
行
く
、
初
め
は
徒

歩
、
汽
車
が
来
た
ら
乗
せ
て
や
る
」
と
の
命
令
。「海
の
見
え
る
と



こ
ろ
な
ら
港
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
、
す
ぐ
に
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
合
い
、
よ
ろ
こ
び
の
気
持
ち
で
、
一
泊
二
日
野
営

を
し
な
が
ら
鉄
道
ぞ
い
の
国
道
を
行
軍
。
牡
丹
江
を
発
し
た
汽
車

が
来
た
が
、
来
る
汽
車
も
、
来
る
汽
車
も
家
具
、
機
械
類
を
満
載

し
て
あ
る
の
で
、
一
向
に
乗
れ
そ
う
に
も
な
い
。

三
日
間
行
軍
で
、
ソ
連
領
に
入
っ
た
ら
、
ソ
連
の
ト
ラ
ッ
ク
に

ぶ
ん
じ
ょ
う
さ
れ
、
名
も
知
れ
な
い
山
中
に
送
ら
れ
、
た
だ
ち
に

伐
採
作
業
に
狩
り
出
さ
れ
た
。
ノ
ル
マ
つ
き
強
制
労
働
の
第
一
歩

で
あ
る
。
そ
の
後
、
作
業
部
隊
が
い
く
ど
と
な
く
編
成
さ
れ
、
鶴

岡
隊
も
ぶ
ん
だ
ん
四
散
と
な
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
も
二
十
二
年
と
な
っ
た
。
将
校
は
全
員
指
揮
権
を
は
く
だ

つ
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
で
共
産
主
義
教
育
を
受
け
て
き
た
者
が
作
業

隊
指
揮
者
と
な
り
、
生
死
限
界
地
獄
図
の
強
制
労
働
が
続
き
、
私

も
仲
間
を
助
け
よ
う
と
し
て
、
見
つ
け
ら
れ
て
、
一
週
間
の
責
め

苦
を
重
営
倉
の
な
か
で
す
ご
し
た
。
と
に
か
く
日
本
に
帰
り
つ
く

ま
で
は
死
ん
で
た
ま
る
か
、
と
し
て
な
ん
と
か
頑
張
り
と
お
し
、

ダ
モ
イ
を
ゆ
る
さ
れ
た
の
は
二
十
三
年
十
一
月
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら

舞
鶴
港
に
つ
い
た
の
は
十
二
月
一
日
で
あ
っ
た
。

故
郷
・
新
潟
県
新
発
田
市
に
帰
っ
て
み
た
ら
、
鶴
岡
炭
鉱
で
別

れ
た
妻
子
五
人
の
遺
髪
が
実
家
に
届
け
ら
れ
て
い
た
。
妻
子
五
人

は
、
私
と
別
れ
た
後
、
会
社
の
人
達
と
共
同
生
活
を
し
て
い
た

が
、
寒
さ
と
飢
え
、
非
衛
生
の
生
活
の
た
め
、
昭
和
二
十
年
中
に

子
供
四
人
は
死
亡
、
妻
は
二
十
一
年
八
月
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な

り
、
社
員
達
と
共
に
ナ
ホ
ト
カ
港
に
行
っ
た
が
、
検
査
で
伝
染
病

診
断
で
新
京
に
送
還
さ
れ
、
新
京
伝
染
病
院
で
死
亡
し
た
こ
と

が
、
新
発
田
市
出
身
の
病
院
職
員
の
説
明
が
、
持
参
の
遺
髪
と
と

も
に
実
家
人
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
あ
！
無
情
と
天
を
あ
お
ぐ
私
で
あ
っ
た
。

ダ
ワ
イ
・
ヴ
イ
ス
ト
レ
ー　 

新
潟
県
　
片
山
正
治
　 

千
島
ウ
ル
ッ
プ
島
か
ら
「
日
本
に
帰
す
」
と
言
わ
れ
て
つ
い
た

港
が
ソ
連
領
ポ
ー
ト
ワ
ニ
港
の
収
容
所
だ
っ
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
自
動
小
銃
に
か
こ
ま
れ
、
鉄
条
網
に
か
こ
ま
れ
た

堀
立
小
屋
、
コ
ー
リ
ャ
ン
、
馬
糧
、
脱
穀
し
な
い
米
、
大
豆
か
す

の
食
糧
。
こ
の
食
事
の
粗
末
さ
の
つ
ぎ
の
大
敵
は
寒
さ
で
あ
っ




